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１.令和４年度決算（収益的収支の内訳）
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64.9％20.3％

51.0％

18.0％

18.8％

特別利益

118万円（0.1％）

当年度純利益
675万円

長期前受金戻入
2億2,214万円

その他の収入
1億6,013万円
（14.7％）

特別損失

131万円（0.1％）

受水費
2億428万円

支払利息
2,724万円
（2.5％） 減価償却費

5億5,374万円

人件費
3,002万円
（2.8％）

薬品動力費
7,388万円
（6.8％）

水道料金収入
7億993万円

支 出
10億8,663万円

収 入
10億9,338万円

維持管理費などその他の費用
1億9,616万円

◎収益的収支・・・水道水をつくり、家庭や企業などに送り届けるために必要な経費と財源



２.令和４年度決算（資本的収支の内訳）
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65.3％

29.5％

4.3％

64.8％
34.7％

国庫補助金返還金
271万円（0.5％）

借入金の元金返済
1億8,114万円

水道施設の建設 ・
改良工事費
3億3,781万円

今までに蓄えた資金などで
不足を補てんした分
3億4,037万円

その他の収入
489万円（0.9％）

国からの補助金
2,250万円

支 出
5億2,166万円

不足額
補てん

企業債
1億5,390万円

収入
1億8,129万円

◎資本的収支・・・水道施設を整備・改築・更新するために必要な経費と財源



メーターの検針、
料金を徴収するための費用

蛇口まで水道水を送るための費用
（給水配水費）

施設を整備改良するため
の費用（減価償却費等）

原水を飲用にするため
の費用（原水浄水費）

兵庫県から水道水を
購入するための費用

施設の建設にかかった
借入金利息の支払い

令和４年度

3.令和４年度決算（水道料金費用内訳）

管理や経理に関する費用
（管理経理費）

※上記の水道事業にかかる費用のうち、総人件費は2.8円です。
（給水配水費中0.9円、原水浄水費中0.4円、管理経理費中1.5円）
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4.令和４年度決算と経営戦略との比較

【収益的収支】 （税抜 単位：千円）
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区分 項　目 経営戦略 R４決算 増減 摘　要

給水収益 823,859 709,931 △ 113,928
有収水量 計画値3,778千㎥ 実績値3,802千㎥
増減　24千㎥
料金改定及び料金免除に係る影響額△99,124

その他営業収益 3,584 3,932 348

長期前受金戻入 218,411 222,135 3,724 補助金等の償却見合い分の収益化額の増

その他営業外収益 39,640 156,198 116,558 地方創生臨時交付金の増 115,186

特別利益 5 1,178 1,173

収入　計 1,085,499 1,093,374 7,875

職員費 30,093 30,018 △ 75

経費 469,989 462,730 △ 7,259 委託料の減△ 2,714、薬品費の減△ 5,702

減価償却費 568,070 553,744 △ 14,326 計画値に対し減価償却費の減

支払利息 27,893 27,241 △ 652

その他営業外費用 2,273 11,584 9,311 特定収入消費税の振替の増10,470

特別損失 1,251 1,309 58

支出　計 1,099,569 1,086,626 △ 12,943

純損益 △ 14,070 6,748 20,818

繰越利益剰余金 △ 310,710 △ 269,876 40,834

収
益
的
収
支



【資本的収支】 （税込 単位：千円）
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区分 項　目 経営戦略 R４決算 増減 摘　要

企業債 22,500 153,900 131,400 第１水源地取水施設改良工事等の増

出資金 0 0 0

国庫補助金 22,500 22,500 0

その他 4,902 4,890 △ 12

収入　計 49,902 181,290 131,388

建設改良費 225,863 337,805 111,942 第１水源地取水施設改良工事等の増

企業債償還金 181,142 181,140 △ 2

その他支出 0 2,714 2,714

支出　計 407,005 521,659 114,654

資本的収支不足額 357,103 340,369 △ 16,734

357,103 340,369 △ 16,734

0 0 0

458,314 587,668 129,354

補填財源不足額

資金残高

資
本
的
収
支

補填財源
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累積損益、料金収入(百万円)当年度純損益(百万円)

当年度純損益（経営戦略） 当年度純損益（実績 R5は予算）
累積損益（経営戦略） 累積損益（実績 R5は予算）
料金収入（経営戦略） 料金収入（実績 R5は予算）

【当年度純損益・累積損益の推移】
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【現金・企業債残高推移】

現金預金残高は増加、企業債残高は減少し、概ね計画値
どおりに推移している。
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【流動比率】
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現金預金残高が増加しており、流動比率も改善している。

経営戦略
実績
（Ｒ５は予算）
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【料金回収率】
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料金改定、料金免除の実施により、令和４年度では経営戦略より
約10％低い率となっている。

経営戦略

実績（Ｒ５は予算）



10

【企業債残高対給水収益比率】
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投資にかける起債の比率を事業費の３０％以内に設定し、新たな企業債の
発行を抑制しています。

実績（Ｒ５は予算）

経営戦略


